
令和４年５月２０日 

記録：関根 浩 

 

令和４年度 第１回 学校関係者評価委員会 議事録 

 

 

１．日時  令和４年５月１２日(木) １３時３０分 

２．場所  大川学園医療福祉専門学校 ２階会議室 

３．出席者  土屋泰示（下加治自治会会長）…欠席 

圓山和也（芳友会会長（同窓会）） 

小林健一（つつじの園施設長） 

新井 望（さくら野整骨院院長） 

北野 哲（大川学園高等学校校長） 

      平澤淳校長 岡村忠彦教務部長 

福島有美事務室長 関根浩学務部長 

４．議題 

① 校長挨拶  

② 自己紹介 

③ 令和４年度事業計画等について 

④ 年間行事予定について 

⑤ 意見･助言等 

⑥ 事務連絡 

５．校長挨拶 

お忙しい中、お集まりいただき誠にありがとうございます。新型コロナウイルス感

染防止の中ではございますが、対面の会議とさせていただきました。今年度の新入

生は、柔道整復学科２５名、介護福祉学科３５名です。そのうち、介護福祉学科の

留学生のうち、韓国からの留学生が１名日本に来ていませんが、それ以外は、順調

にスタートしています。新型コロナウイルスに関しては、昨日、柔道整復学科の学

生で１名感染しましたが、学内での濃厚接触はなく問題はありませんでした。学生

達が、資格取得を目指し、地域の現場で活躍できるよう育成していきたいと考えて

います。その為にも、本日いらっしゃっていただきました先生方のお力をいただき

ながら、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

６ 令和４年度事業計画等について 

・痛みも和らげられる医療人、心にも寄り添える福祉人を育てます。 

   ・柔道整復学科３０名、介護福祉学科４０名の募集定員の充足へ向けて、ＨＰやブ 

ログ等を随時更新し、情報発信に力を入れます。 

   ・学生指導について、国家試験合格率１００％を目指します。昨年度の留学生の介 

護福祉士国家試験合格率者は７名でした。残念ながら、柔道整復学科では、留年



生が増えてきています。入学時の学力がここ数年、低下している状況でありま

す。国家試験に合格できるよう我々教職員が育てていきたいと思います。 

   ・すでに介護福祉学科は、職業実践専門課程に認可されているが、今年度は、柔道 

整復学科の職業実践専門課程の申請を行います。職業実践専門課程に認可される

ことで補助金にも影響が出てきます。 

   ・これからも開かれた学校として地域に貢献していきます。「飯能新緑ツーデーマ 

ーチ」時は、学校を通過するコースにもなっています。また、現在、学校周辺の

清掃活動も取り組んでいます。 

  ・芳愛接骨院を運営していますが、地域の方々も利用してくださっています。 

   ・柔道整復師臨床実習指導者講習会や介護福祉士実習指導者講習会を実施する予定 

です。 

  ・環境対策として学園では、ペーパーレス化を行っていきます。 

  ・健全で安全な学校生活を行い、目標を達成していきたいと考えています。 

７ 年間行事予定について 

   現段階では、ここ数年実施していない学園祭を、行う予定である。 

８ 意見・助言等 

  ・入学生の確保に関することで、ＡＯ入試はいつから開始するのか？ 

     → 6 月から開始します。面接で内定とし、9 月になって正式に合格決定という

流れとなっています。 

    → 入学生に関しての評価・審査は、人物や本人のやる気を重視しています。 

    → 令和 4 年度より入試の出願は、Ｗｅｂ上での出願となりました。 

   ・早期に入学が決定してしまうと、入学してから勉強についていけるのかどうか心配 

である。紹介した学生が 9 月の早い時期に入学が決定してしまったので大丈夫か

なと思ったので…。 

     → 入学が決定した学生については、4 月からスタートするにあたり、この程度、

勉強しておけば楽かもしれないということで、事前指導のプリントを郵送し

ています。 

  ・ペーパーレス化は内部に向けて？外部に向けて？ 

     → 意識的な考えで内部的に行います。両面コピーなどすることにより、用紙が

1 枚で済むようにと紙を減らすことを心掛けます。 

  ・柔道整復学科の職業実践専門課程への申請について 

     → 申請に関しては、いくつかの条件があり、特に学生や教職員の研修関係が、  

このところのコロナ禍だったことより、外部講師を依頼しての授業や、教職

員の外部への出張等が思うようにいかなかった点が難点であったが、昨年度

後半から、徐々に実施・開催されるようになり、今年度は、当校として申請

が可能となってきました。 

９ 事務連絡 

次回開催予定 令和５年３月１７日(金) １３時３０分 ２階会議室 



令和５年３月２２日 

記録：関根 浩 

 

令和４年度 第２回 学校関係者評価委員会 議事録 

 

１．日時  令和５年３月１７日(金) １３時３０分 

２．場所  大川学園医療福祉専門学校 ２階会議室 

３．出席者  土屋泰示（下加治自治会会長）…欠席 

圓山和也（芳友会会長（同窓会）） 

小林健一（つつじの園施設長） 

新井 望（さくら野整骨院院長） 

北野 哲（大川学園高等学校校長） 

      平澤淳校長 岡村忠彦教務部長 

福島有美事務室長 関根浩学務部長 

４．議題 

① 校長挨拶  

② 令和４年度学生募集振り返り・学生の状況等 

③ 年間行事振り返り 

④ 意見･助言等 

⑥ 事務連絡 

５．校長挨拶 

お忙しい中、御出席いただきありがとうございました。卒業式も無事に終え４６名

卒業していきました。３月２４日(金)が両学科とも国家試験の合格発表日となって

います。一応、全員が合格する予定となっています。来年度の新入生は、柔道整復

学科が２４名、介護福祉学科が３７名、合計６１名となっています。 

６．令和４年度学生募集振り返り・学生の状況等 

   ①就職情報 

    現在の就職状況を申し上げます。介護福祉学科は、コロナ禍でもあったため、「job 

Café Ohkawa」は中止とはなりましたが、教員や就職担当が学生１人ひとりと  

向き合い就職指導を行った結果、37 名全員が就職内定を勝ち取ることが出来  

ました。また、初めてなことでしたが、就職担当から介護施設等へ障害者枠での  

雇用が出来ないかと数件お願いをしたところ、うち 2 名は、障害者雇用枠での内定

をいただくことも出来ました。コロナ禍の為「job Café Ohkawa」を行わないこと

もあり、１年生のうち十数名は、明日２月２８日(火)の「福祉の仕事地域就職相談

会(飯能)」に参加致します。一方の柔道整復学科は、現在、４４.４％の学生が内定

をしています。毎年のことですが４・５月になれば１００％に達すると思われます。

コロナ禍でもありましたが、昨年９月２１日（木）にセリアジョブ様ご協力の就職

ガイダンスを実施することが出来ました。それにより、就職に結びついた学生も 



いました。 

   ②学籍関係 

柔道整復学科は、現在、９名の退学届、介護福祉学科は、２名の退学届を受理して

います。国別留学生は、ベトナム２１名、インドネシア８名、中国４名、ネパール

２名、カンボジア１名の合計３６名です。新１年生の状況は、３月５日(日)が Web

出願〆日なので途中ですが、柔道整復学科２４名、介護福祉学科３７名、合計    

６１名以上となる予定です。なお、辞退者が介護福祉学科に１名いての３７名   

です。 

   ③学生アンケート調査結果 

     昨年１２月から今年の 1 月にかけて、学生達にアンケートを実施しました。     

中には、厳しい意見もありましたが、検討する項目等については、運営委員会や

職員会議等にて教職員で話し合いをしていきたいと考えています。また、(４)の

「あなたが本校に決めた理由…」という質問の回答を令和５年度の広報活動に 

活かしていきたいと考えています。 

７ 年間行事予定について 

     今年度も、例年どおりの行事がコロナ禍により振り回され学園祭が出来ず、入学

式・卒業式も外部来賓の方々を招待できず、内部のみの入学式・卒業式となり  

ました。５月より新型コロナが「５類」に移行することにより、各行事が復活  

するのではないかと考えられます。 

８ 意見・助言等 

   ・就職状況の件で、内定率が現時点で柔道整復学科が４４.４％ですが、最終的には

大丈夫なのでしょうか？ 

     → はい。毎年のことなのですが、４月後半には、内定率が１００％になると

思われます。 

   ・介護福祉学科の就職先を選ぶにあたって、実際に実習に行った介護施設を選び  

ますか？ 

     → 実習先で就職する学生もいますが、一概にそうとは限りません。給料や  

休日、残業、家から近く通える範囲などを基に就職先を選択している学生

が多いようです。また、実習で行ったところの様子など、学生同士が口  

伝えで情報を交換しているようです。最近、障害者支援施設が人気で就職

を希望している学生が増えてきているように感じます。 

   ・大川学園高校からの内部進学者を卒業まで育てていただき御礼を言います。あり

がとうございました。 

   ・アンケートの結果を受けての反省点はどんな点ですか。 

     → 現在の専門学生は、いわゆる「Ｚ世代」と言われている段階の学生達です

が、学生に対する対応の仕方として、以前と同じように接しているとアン

ケートのような、勉強では、わかりにくいや、ポイントが抑えにくい、  

就職活動では、アンケートには無い点ですが、自分から動こうという積極



的な気持ちを持った学生達が少ないと思われます。よって、現在の学生に

ふさわしい対応の仕方が求められることが多々ありました。今後しっかり

と対応していきたいと考えています。 

   ・地域の高齢女性からは、学園祭に行ってみたいという意見がありました。学園祭

が開催される際は、自治会にもパンフレットなどの案内文を回覧板に挟み自治会

員に回しますので、ご連絡ください。 

９ 事務連絡 

次回開催予定 令和５年５月１１日(木) １３時３０分 ２階会議室 


